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新幹線⾞両１２０輌、３００億円超は JR 東⽇本にとってどの程度の痛⼿か？ 
 
今回の洪⽔で上越新幹線の⾞両の三分の⼀に当たる 120 輌が浸⽔し、その使⽤がほぼ不可
能とみられている。新たにこの⾞両を作り直す必要があるとのことである。 
 
https://www.jreast.co.jp/company/outline/pdf/companyinformation.pdf 

 
 
 
 
後知恵になるがどうすれば良かったのか？ 
ハザードマップによると⾞両基地は洪⽔に⾒舞われる可能範囲にあり、事前に台⾵ 19 号に
よる⼤⾬が予想されていたのであるから、ここに⾞両を留め置くことは危険と判断される
べきであった。被害想定ができておらず、マニュアルに従った⾏動の結果であると考えられ
る。※⼤企業であるから、その責任の所在は明確にはならないだろう。 
では、どうすれば良かったか？ ハザードマップを参考に、浸⽔しない場所への⾞両移動、
強⾵が問題となるのであればトンネル内への⾞両移動、など。 



JR 東⽇本にとってこれはどの程度の痛⼿か 
⾞両の損失⾦額 300 億円は社員の⽣涯賃⾦（⽣涯費⽤）の 10 ⼈分程度である。JR 東⽇本
の社員数は５万⼈超であるから、⾦額的には⼤きな痛⼿ではないと考えられる。 
機会損失 得られるはずの売り上げ、利益が得られなくなる損失は⼤きいだろう。 
 
 
北陸新幹線（Wikipedia） 路線データ 
営業主体 
⾼崎駅 - 上越妙⾼駅間：東⽇本旅客鉄道（JR 東⽇本） 
上越妙⾼駅 - ⾦沢駅間：⻄⽇本旅客鉄道（JR ⻄⽇本） 
運転指令所：JR 東⽇本新幹線統括本部 新幹線総合指令所、JR ⻄⽇本⾦沢⽀社 ⾦沢新幹線
総合指令所 
構造種別延⻑割合 
⾼崎 - ⻑野間[7]：路盤 15%、橋梁 9%、⾼架橋 25%、トンネル 51% 
⻑野 - ⾦沢間[8]：路盤 2%、橋梁 10%、⾼架橋 44%、トンネル 44% 
⾦沢 - 敦賀間[9]：路盤 2%、橋梁 14%、⾼架橋 51%、トンネル 33% 
 
 
【社説】東京新聞 
北陸新幹線⽔没 「まさか」に備えてこそ 2019 年 10 ⽉ 17 ⽇ 
https://www.tokyo-np.co.jp/article/column/editorial/CK2019101702000142.html 
 台⾵１９号は北陸新幹線にも⼤打撃を与えた。千曲川の堤防が決壊しＪＲ東⽇本の⾞両
センターが浸⽔した。⽔没した⾞両は当⾯使えない。通常ダイヤでの運転再開は⾒通せず、
影響は計り知れない。 
 ⾞両センターは千曲川から約⼀・三キロ離れ、浸⽔までの速さ、ましてや⽔没は「まさか」
の事態だっただろう。しかし⻑野市の洪⽔ハザードマップでは、⼀帯で今回の推定四・五メ
ートルを超える最⼤⼗メートル以上の浸⽔を予測している。その警告は⽣かされなかった。 
 万が⼀の浸⽔の可能性を考慮して⾞両を予（あらかじ）め⾼架線へ退避させるなどの対応
はとれなかったのか。専⾨家によれば、⼀九六七年の豪⾬で、事前に⼤阪府内の⾞両基地の
新幹線⾞両を本線に移動させて事なきを得た事例もあるという。 
 今後、東京−⾦沢間が全線復旧しても運転本数は通常の五〜六割程度となる。⼤幅な間引
き運転を強いられ、ビジネス、観光両⾯に多⼤な影響が出る。通常ダイヤに戻るには⼀年程
度かかるとの⾒⽅もある。まさに由々しき事態だ。 


